
九
里
学
園
高
等
学
校

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
８
泊

日


年

月
実
施

ハ
イ
レ
ベ
ル
の
現
場
研
修

国
際
感
覚
あ
る
農
業
人
に

私
立
学
校
の
特
性
生
か
し

他
校
に
な
い
体
験
活
動
を

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
９
泊

日


年
３
月

～

日
実
施

人とふれあい、見聞広げ
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オーストラリア研修

国内研修の芸術文化体験

国内研修の日本文化体験

久保木崇教頭井澤治教頭

デンマークの酪農家で研修

農場レストランでの研修

現
地
学
生
と
交
流

ス
ペ
イ
ン
広
場
で
記
念
撮
影ハワイ研修

　
北
海
道
江
別
市
の
学
校
法

人
酪
農
学
園
は
、
黒
澤
酉
蔵

が
酪
農
民
教
育
を
行
う
た
め

１
９
３
３
年
に
創
設
。
義
塾

か
ら
始
め
、
そ
れ
を
高
等
学

校
に
発
展
さ
せ
て
、
現
在
は

大
学
・
大
学
院
も
併
せ
持
つ

総
合
学
園
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
高
等
学
校
で
あ
る
、

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

（
西
田
丈
夫
校
長
）
は
、

「
神
を
愛
し
、
人
を
愛
し
、

土
を
愛
す
」
と
い
う
三
愛
精

神
を
教
育
の
柱
に
し
て
、
国

際
化
社
会
を
担
う
に
ふ
さ
わ

し
い
良
識
あ
る
社
会
人
、
実

践
的
な
農
業
人
の
養
成
を
目

的
と
す
る
酪
農
を
専
門
と
す

る
ア
グ
リ
ク
リ
エ
イ
ト
科
機

農
コ
ー
ス
と
、
農
と
の
関
連

を
併
せ
学
ぶ
普
通
科
４
コ
ー

ス
を
設
置
し
て
い
る
。
生
徒

数
は
通
信
制
の
普
通
科
を
含

め
て
男
女
８
２
５
人
。

　
酪
農
学
園
の
原
点
と
言
え

る
の
が
、
ア
グ
リ
ク
リ
エ
イ

ト
科
「
機
農
コ
ー
ス
」
だ
。

機
農
は
、
創
立
者
・
黒
澤
酉

蔵
の
言
葉
「
機
を
知
る
は
、

農
の
始
め
に
し
て
終
わ
り
な

り
」
を
元
に
す
る
。
農
業
は

機
会
を
生
か
し
て
必
要
な
作

業
を
見
極
め
て
行
う
こ
と
が

大
切
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

生
徒
は
男
子
だ
け
で
な
く
、

女
子
が
２
割
強
を
占
め
る
。

　
と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校

で
は
、
研
修
旅
行
を
２
年
次

に
実
施
し
て
い
る
。
行
き
先

は
コ
ー
ス
ご
と
に
異
な
り
、

機
農
コ
ー
ス
は
２
０
１
７
年

度
に
デ
ン
マ
ー
ク
、ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
の
３
カ
国
を
訪
れ

た
。
ほ
か
普
通
科
の
行
き
先

は
「
獣
医
進
学
・
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
」
が
沖
縄
、
「
総

合
進
学
コ
ー
ス
」
が
台
湾
、

「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
健
康

コ
ー
ス
」
が
関
東
、
「
フ
ー

ド
ク
リ
エ
イ
ト
コ
ー
ス
」
が

韓
国
だ
っ
た
。

　
機
農
コ
ー
ス
の
研
修
旅
行

は
３
月

日
か
ら

日
ま
で

の
９
泊

日
で
行
わ
れ
た
。

２
年
生
の
男
子

人
、
女
子

４
人
、計

人
が
参
加
し
た
。

３
カ
国
の
中
で
も
研
修
先
の

メ
イ
ン
と
な
っ
た
の
が
デ
ン

マ
ー
ク
だ
。
久
保
木
崇
教
頭

は
「
酪
農
を
中
心
と
し
た
デ

ン
マ
ー
ク
復
興
の
取
り
組
み

を
指
導
し
た
ニ
コ
ラ
イ
・
グ

ル
ン
ド
ビ
ー
牧
師
の
思
想
が

三
愛
精
神
の
ル
ー
ツ
。
そ
の

精
神
を
理
解
す
る
と
同
時

に
、
酪
農
王
国
デ
ン
マ
ー
ク

の
先
進
的
な
酪
農
、
畜
産
を

学
ん
で
く
る
こ
と
を
目
指
し

た
」
と
語
る
。

　
研
修
旅
行
の
初
日
、
新
千

歳
空
港
か
ら
飛
び
立
ち
、
い

く
つ
か
の
航
空
機
を
乗
り
継

い
で
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
都
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
到
着
。

　
２
日
目
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
市
内
の
見
学
。徒
歩
で「
人

魚
姫
の
像
」
や
「
ア
マ
リ
エ

ン
ボ
ー
宮
殿
」
「
市
庁
舎

（
ア
ン
デ
ル
セ
ン
像
）」な
ど

観
光
名
所
を
見
て
回
っ
た
。

　
３
日
目
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
郊
外
を
見
学
し
た
後
、

ロ
ス
キ
レ
に
あ
る
農
機
販
売

店
（
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
）
と

デ
ン
マ
ー
ク
食
肉
技
術
学

校
、
在
日
デ
ン
マ
ー
ク
大
使

館
や
現
地
の
研
究
機
関
Ｓ
Ｅ

Ｇ
Ｅ
Ｓ
（
農
業
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
団
体
）
の
協
力
を
得

て
、
リ
ー
ン
生
産
方
式
（
ト

ヨ
タ
の
カ
イ
ゼ
ン
）
を
長
年

実
践
し
て
い
る
酪
農
家
で
研

修
。
デ
ン
マ
ー
ク
食
肉
技
術

学
校
で
は
講
義
を
聞
い
た
。

肉
加
工
の
分
野
で
も
発
展
を

続
け
て
き
た
欧
州
農
業
。
目

の
前
で
展
開
さ
れ
る
加
工
授

業
は
、
効
率
的
・
合
理
的
で

あ
り
つ
つ
、
と
殺
さ
れ
た
家

畜
は
余
す
と
こ
ろ
な
く
利
用

で
き
る
よ
う
に
加
工
さ
れ
、

動
物
福
祉
の
視
点
や
命
を
無

駄
し
な
い
、
命
の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
深
い
理
解
に
感
銘

を
受
け
た
。

　
４
日
目
の
午
前
は
、
オ
ス

テ
ッ
ド
の
酪
農
家
に
移
動

し
、
有
機
農
業
を
基
本
に
環

境
に
優
し
く
、
人
に
も
優
し

い
農
業
を
実
践
し
て
い
る
と

の
経
営
者
の
言
葉
に
生
徒
た

ち
も
感
激
し
て
い
た
。
そ
の

酪
農
家
は
自
家
生
産
し
た
牛

乳
を
販
売
し
て
お
り
、
飲
ん

だ
生
徒
は
、
「
こ
ん
な
に
お

い
し
い
牛
乳
が
で
き
る
の

は
、
良
い
土
か
ら
、
草
や
飼

料
が
採
れ
、
そ
れ
を
食
べ
る

良
い
牛
が
い
る
か
ら
だ
」
と

納
得
し
て
い
た
。

　
午
後
は
航
空
機
で
ド
イ
ツ

へ
。
５
日
目
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

や
パ
ッ
サ
ウ
の
街
並
み
を
見

学
し
た
。

　
６
日
目
は
ロ
ッ
ト
ハ
ル
ミ

ュ
ン
ス
タ
ー
の
高
等
農
業
学

校
を
訪
問
し
、
農
場
実
習
の

他
、
同
校
生
徒
と
の
交
流
も

行
っ
た
。互
い
の
国
、地
域
、

経
営
方
法
な
ど
の
農
業
に
関

し
て
情
報
交
換
を
行
い
、
刺

激
を
受
け
た
。
ホ
ー
フ
キ
ル

ヒ
エ
の
バ
イ
オ
ガ
ス
設
備
で

研
修
を
実
施
。
テ
ィ
ー
フ
ェ

ン
バ
ッ
ハ
の
農
場
レ
ス
ト
ラ

ン
の
研
修
で
は
、
６
次
化
や

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
講

義
を
真
剣
に
聞
い
た
。

　
７
日
目
は
フ
ト
ゥ
ル
ム
の

農
機
展
示
場（
ク
ラ
ー
ス
）、

有
機
農
業
教
育
・
研
修
セ
ン

タ
ー
で
研
修
。
そ
の
後
、
空

路
で
イ
タ
リ
ア
の
首
都
ロ
ー

マ
へ
。

　
８
日
目
に
ロ
ー
マ
市
内
を

見
学
し
「
コ
ロ
ッ
セ
オ
」
や

「
ト
レ
ビ
の
泉
」
「
ス
ペ
イ

ン
広
場
」
「
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ

大
聖
堂
」
「
バ
チ
カ
ン
美
術

館
」
な
ど
の
観
光
名
所
を
見

て
周
り
、
イ
タ
リ
ア
の
食
文

化
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。
９

日
目
は
ロ
ー
マ
か
ら
帰
国
の

途
に
就
い
た
。

　
今
回
の
研
修
旅
行
の
成
果

に
つ
い
て
久
保
木
教
頭
は
、

「
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
酪
農
業
・

畜
産
業
の
実
践
に
触
れ
る
機

会
を
共
有
で
き
た
生
徒
た
ち

の
学
び
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国
際

感
覚
を
も
っ
た
農
業
実
践
に

触
れ
て
、
質
の
高
さ
を
追
求

す
る
ヒ
ン
ト
を
各
々
が
得
て

き
た
こ
と
が
３
年
目
の
学
び

と
将
来
に
生
き
る
」と
話
す
。

　
２
０
１
８
年
度
以
降
の
研

修
旅
行
に
つ
い
て
久
保
木
教

頭
は
「
こ
れ
ま
で
の
研
修
旅

行
で
生
徒
た
ち
が
残
し
て
く

れ
た
感
想
や
意
見
を
生
か
し

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
例
え
ば
、
学
校
交
流
に

関
し
て
も
、
交
流
内
容
を
も

っ
と
深
め
て
い
き
た
い
」
と

考
え
て
い
る
。

　
海
外
で
実
施
す
る
研
修
旅

行
で
あ
る
の
で
、
食
文
化
の

違
い
な
ど
に
よ
る
生
徒
の
健

康
管
理
や
、
国
際
情
勢
に
合

わ
せ
た
危
機
管
理
体
制
な
ど

も
考
え
て
、
行
き
先
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
内
容
を
決
め
て
い
く

と
い
う
。

　
山
形
県
米
沢
市
の
中
心

部
、
上
杉
城
址
公
園
の
至
近

距
離
に
あ
る
学
校
法
人
・
九

里
（
く
の
り
）
学
園
高
等
学

校
（
九
里
廣
志
校
長
、
生
徒

数
男
女
共
学
で
５
１
８
人
）

は
１
９
０
１
年（
明
治

年
）

に
設
立
。
県
内
で
最
も
古
い

私
立
学
校
で
「
九
里
裁
縫
女

学
校
」
と
し
て
開
校
し
、
今

年
で
１
１
７
年
を
迎
え
る
。

　
教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
礼

・
譲
・
協
同
和
楽
」。「
礼
」

は
人
間
の
尊
厳
を
信
じ
、
そ

の
高
貴
さ
に
ふ
さ
わ
し
く
行

為
を
す
る
こ
と
。
「
譲
」
は

自
ら
の
持
て
る
力
を
発
揮
し

て
、
愛
す
る
世
の
人
々
に
捧

げ
る
こ
と
。
「
協
同
和
楽
」

は
互
い
に
協
力
し
合
い
一
人

一
人
の
生
活
が
楽
し
く
充
実

し
た
も
の
に
す
る
こ
と
だ
。

　

年
度
か
ら
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
校
に
文
部
科

学
省
か
ら
指
定
さ
れ
、
世
界

人
と
し
て
生
き
る
た
め
の
教

育
を
意
欲
的
に
行
っ
て
い

る
。
教
育
方
針
で
あ
る
「
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
」
を
基

盤
に
、
男
女
を
越
え
た
人
間

性
の
開
発
と
、
男
性
・
女
性

と
し
て
各
々
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
を
育
て
る
教
育
を
実

践
し
、
男
女
が
一
緒
に
な
っ

て
「
素
晴
ら
し
い
人
生
を
、

協
力
し
て
築
き
上
げ
て
ゆ

く
、
元
気
な
学
校
」
を
生
徒

と
と
も
に
目
指
し
て
い
る
。

　
学
科
は
普
通
科
の
み
で
、

そ
の
中
に
二
つ
の
コ
ー
ス
を

設
置
す
る
。
一
つ
は
、
よ
り

幅
の
広
い
進
路
に
対
応
し
た

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ー
ス
」。

も
う
一
つ
が
、
進
学
に
よ
り

特
化
し
た
「
プ
ロ
グ
レ
ス
コ

ー
ス
」
だ
。

　
同
校
で
は
修
学
旅
行
を

「
研
修
旅
行
」
と
呼
ん
で
お

り
、
２
年
時
の

月
に
実
施

す
る
。以
前
は
全
員
で
京
都
、

広
島
、
奈
良
に
行
っ
て
い
た

が
、
現
在
は
生
徒
の
希
望
を

聞
い
て
行
き
先
を
決
定
し
て

い
る
。
教
員
と
生
徒
が
一
緒

に
な
っ
て
事
前
学
習
で
勉
強

し
な
が
ら
企
画
内
容
の
細
部

を
検
討
す
る
た
め
手
間
と
時

間
が
か
か
る
が
、
生
徒
の
自

主
性
を
重
ん
じ
て
い
る
。

　
昨
年
の
行
き
先
は
、
海
外

の
ハ
ワ
イ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
国
内
の
東
京
・
京
都
・

奈
良
・
沖
縄
。
海
外
は
８
泊


日
、
国
内
は
４
泊
５
日
を

基
本
と
し
て
い
る
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ー
ス
で

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
に


人
、
国
内
研
修
に
１
７
０

人
が
参
加
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
の

内
容
は
、
平
和
学
習
と
学
校

間
交
流
が
メ
イ
ン
。
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
太
平
洋

戦
争
時
に
交
戦
し
た
歴
史
を

知
ら
な
い
生
徒
が
多
い
。
当

時
の
収
容
所
を
見
学
し
、
慰

霊
碑
へ
の
献
花
と
清
掃
活
動

な
ど
も
実
施
し
、
そ
の
事
実

を
生
徒
に
理
解
さ
せ
る
。

　
国
内
研
修
は
、
東
京
で
は

日
本
の
芸
術
、
文
化
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昼
は

美
術
館
や
博
物
館
を
鑑
賞

し
、
夜
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
観
劇
し

た
。
沖
縄
で
は
、
歴
史
を
学

ぶ
こ
と
を
目
的
に
嘉
手
納
基

地
の
問
題
点
を
現
地
の
人
々

と
の
交
流
を
通
し
て
探
し
た

ほ
か
、
山
形
の
塔
で
清
掃
活

動
や
献
花
を
行
っ
た
。

　
プ
ロ
グ
レ
ス
コ
ー
ス
は
、

課
題
研
究
の
場
と
し
て
ハ
ワ

イ
を
選
ん
だ
。
昨
年
は

人

が
参
加
し
た
。

　
ハ
ワ
イ
で
は
、
環
境
な
ど

の
保
全
運
動
の
グ
ル
ー
プ
を

通
じ
て
紹
介
さ
れ
た
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
、
現
地
の
人
た
ち

の
暮
ら
し
を
体
験
し
た
。
パ

ー
ル
ハ
ー
バ
ー
に
あ
る
戦
争

歴
史
記
念
館
な
ど
の
戦
争
遺

構
も
見
学
し
た
。

　
研
修
旅
行
に
つ
い
て
井
澤

治
教
頭
は
「
私
立
学
校
と
い

う
特
性
を
最
大
限
に
生
か

し
、
他
の
高
校
で
は
や
っ
て

い
な
い
こ
と
を
積
極
的
に
体

験
す
る
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
、
高
校
生
が
平
和

の
尊
さ
を
学
ぶ
意
義
は
大
き

い
と
考
え
、
平
和
学
習
に
力

を
入
れ
て
い
る
」
と
語
る
。

　
事
後
学
習
は
、
国
内
研
修

で
は
生
徒
が
班
ご
と
に
レ
ポ

ー
ト
を
提
出
し
、
そ
れ
を
も

と
に
壁
新
聞
を
作
っ
て
学
内

に
展
示
し
た
。
学
び
の
度
合

い
の
リ
サ
ー
チ
と
情
報
の
共

有
化
を
図
る
の
が
目
的
だ
。

　
海
外
研
修
で
は
、
個
別
に

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
。さ
ら
に
、

各
県
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
が

集
ま
る
大
会
が
仙
台
で
開
か

れ
、
こ
こ
で
研
修
旅
行
の
成

果
を
発
表
し
た
。

　
前
々
校
長
が
青
少
年
の
国

際
交
流
の
先
駆
者
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
青
少
年
の
人
材

育
成
に
は

年
前
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。
高
校
生
レ
ベ

ル
で
国
際
交
流
を
図
る
外
務

省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同
校

も
加
わ
っ
て
お
り
、
生
徒
を

ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
し
た
り
、

イ
ン
ド
の
高
校
生

人
を
受

け
入
れ
た
り
し
て
い
る
。

　
「
最
近
の
若
者
は
内
向
き

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
は
国
境
な
し
で
若
者

が
就
職
す
る
こ
と
を
考
え
た

場
合
、
世
界
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
が
急
務
だ
。
若

い
時
に
ど
れ
だ
け
多
く
の
体

験
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
広
い

視
野
を
育
成
す
る
た
め
に
は

高
校
の
多
感
期
に
１
回
ぐ
ら

い
海
外
に
出
て
日
本
を
見
て

も
ら
う
と
い
う
経
験
は
後
々

に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
く
る
」

と
井
澤
教
頭
は
考
え
て
い

る
。

　多感な高校生にとって、教育（修学）旅行は学生時
代の一大イベントといえる。楽しみでもあり、また不
安でもある。非日常の場に身を置き、その土地ならで
はのものに触れ、見て、人と接することで視野が広が
ることもある。ここでは充実した教育（修学）旅行を
実施する４校の取り組みをレポートする。


